
 

 

 
 

 

表彰伝達 

第 38回全国中学生人権作文コンテスト 兵庫県大会 川西地区大会 

奨励賞 ２年 伏田陽菜 「当たり前は恵まれている」 ＊川西市長奨励賞 

佳作  ３年 橋野七夏 「ハンデを乗り越え、得たもの」 

佳作  １年 近成優花 「すべての人が安心できるくらしを」 

平成３０年度 防火ポスターコンクール  

川西市消防長賞 ２年 是繁花帆  佳作 ３年 尾﨑芽依菜 

平成３０年度 川西市児童生徒読書感想文コンクール 

入選 ３年 三村結衣 「氷菓」を読んで 

平成３０年度 第４０回 兵庫県総合文化祭 美術部門 

特選 ３年 福田彩乃 イメージ画課題 「特等席」  

平成３０年度 第４０回 兵庫県総合文化祭 書写部門 

特選 ３年 宇高聡史 佳作 ２年 新田しずく １年 白木彰真 

平成３０年度第５１回 兵庫県空手道選手権大会 

中学一年生男子組手競技 準優勝 佐々木陽翔 

平成３０年度 阪神中学校新人大会 第３９回バスケットボール競技大会  

女子の部 第３位 女子優秀選手 森口琴心 

第６３回 ソフトテニス協会長杯 C級２位 石原美侑・乾花凛 ３位 守安有美・谷口さくら 

多田中通信 12 月 
寒くなりましたが、朝の登校頑張っています 

１２月に入り、東の空が明るくなるのが遅くなると 

同時にだんだんと寒くなってきていますが、生徒たち 

はいつも通りの時間に登校することが出来ています。 

風紀委員が「遅刻者０週間」を行いました。時間ぎり 

ぎりになり、急いで校門を入る生徒も見られました。 

安全を確保するためにも余裕をもって家を出るように 

してください。また、登下校中「持ち込み禁止のスマ 

ホ」を手にしている生徒や買い食いしている生徒がい 

るとの情報を頂いています。ルールは必ず守りましょう。 
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「認知症サポーター養成講座」 

キャラバンメイトの皆さまと地域包括支援センター
の方々にお越しいただき、１年生を対象に「認知症サ
ポーター養成講座」を行いました。２・３年生はすで
にこの講座を受講しています。今後も１年生を対象に
毎年行う予定となっています。 
講座の前半は DVD の視聴や認知症とはどういうも

のか、認知症の人との接し方や家族の方の気持ちにつ
いて理解を深めました。後半は各教室に戻り、寸劇鑑
賞について意見交流を行いました。その他にも「地域
で不安そうにしている高齢者がいたら」どう対応して
いくかを考えました。最後には認知症サポーターの証
「オレンジリング」を全員にいただきました。 

人権教育講演会 

テーマ「社会的弱者に寄り添うことのできる社会を目指して」 
１２月７日人権教育講演会を行いました。 講師は弁護士 

であり関西大学客員教授の仲岡しゅん先生です。仲岡先生 

は『「性」っていったい何やねん？～ＬＧＢＴ、性的マイ 

ノリティの人権課題』と題し、セクシャルマイノリティ 

（性的マイノリティ）について、「ふつうだと思われてい 

る“性”のあり方に当てはまらず、そのことによって社会 

で不利益を被らされがちな人たちへの理解」について、と 

ても分かりやすくお話をしていただきました。 

 ～生徒の感想～ 

・遊び半分で言っていた言葉が、相手の心に傷をつけてたかもしれないと考えられるようになった。 

・「みんな違ってみんな良い」という言葉があるけど、人にはそれぞれの個性があったほうが面白い。 

・今まで LGBTの人は変な人としか思っていなかったけど、仲岡先生の話を聞いて、LGBTを差別

してはいけないということを学んだ。差別している人がいれば注意したいとも思った。 

・「本当の弱者は自分と違うだけでバカにしたりする卑怯者だ」という話が心に残りました。周りと

違うことがあるのは何もおかしいことではないから、自由に自分らしく生きていくことが大切だ。 

・LGBTの人に対して“差別する”とか“差別しない”とかではなく、その生き方が当たり前だし、

普通のことだと思いました。LGBT の人は悩むことがあったり大変なこともあったりすると思い

ますが、それに向き合ったり乗り越えたりできるのはとても強くて格好良いと感じました。 

・LGBTは身近な問題で他人事のように考えるのではなく、今後仲の良い友だちが LGBTだという

可能性があることを頭に入れ、自分や周りのことを今まで以上に考えなければならないと感じた。 

・私は今まで差別したことはないです。でもこれからどのように対応していけばいいのかすごく考え

ました。色々な人が世界にいて、それに対応して支えあっていくことが大切だと思い始めました。 

先輩に学ぼう！     ゲストティーチャー  ソプラノ歌手  上田祥子 

「先輩に学ぼう！」は市内生徒に対して将来への夢
や希望を与えられるように、実社会で活躍している卒
業生の話や秀でた技能に触れることにより、主体的に
進路を選択する動機づけを目的に行われています。 
多田中学校出身者でソプラノ歌手である上田祥子先

生を講師に迎え、迫力のあるオペラの実演をしてくれ
ました。生の声を聴き、鳥肌が立った生徒もいました。
そして授業で取り組んでいる「COSMOS」を学年全
員で歌い、レッスンしていただきました。最後に「音
楽は人間にしかできない遊び。これからも音楽を楽し
んでください。」と温かいメッセージを頂きました。 

 
 

 


